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                                             ２０１４年１１月１１日 

明治大学 平和教育登戸研究所資料館 第５回企画展  

「紙と戦争―登戸研究所と風船爆弾・偽札―」 
11月19日～3月21日開催 

 

明治大学生田キャンパス（神奈川県川崎市多摩区）、平和教育登戸研究所資料館では、紙

を使った兵器に焦点をあてた企画展「紙と戦争―登戸研究所と風船爆弾・偽札―」を１１月１９

日（水）～２０１５年３月２１日（土・祝）まで開催します。入館無料。 

 

旧日本陸軍研究施設であった登戸研究所では、戦時中、紙を使った２種類の兵器の開発

を行っていました。一つは和紙を使った風船爆弾（ふ号兵器）、もう一つは偽札です。 

  

 風船爆弾（爆弾・焼夷弾を吊るした直径１０ｍの水素気球）は、１９４４年１１月以降、約９３００

発以上が目標の北米大陸に到達したとされています。この気球本体は、和紙をコンニャク糊で

貼り合せたもので、全国の和紙産地と女子労働力を大動員して生産されました。 

 また、中国経済のかく乱を目的に、１９３９年、参謀本部によって命じられた中国蒋介石政権

の紙幣（法幣）の偽造には、当時の最高水準の紙漉き・透かし・印刷技術が用いられました。 

１９４２年以降、大量生産された偽造紙幣は当時の額面で４０億円（１９４５年の日本の国家

予算の 5 分の 1 相当）にのぼったとされています。  

 

 今回の企画展では、この紙を使った兵器に焦点をあて、当時の和紙・洋紙製造技術がどのよ

うなもので、伝統的な和紙技術がどのように風船爆弾製造に利用されたのか。また、近代にお

いて発達した洋紙技術がどのように偽札製造に動員されたのかを、当時の貴重な現物展示を

まじえて明らかにします。 

 

今回の企画展では、この紙を使った兵器に焦点をあて、当時の和紙・洋紙製造技術がどの

ようなもので、伝統的な和紙技術がどのように風船爆弾製造に利用されたのか、近代において

発達した洋紙技術がどのように偽札製造に動員されたのかを、当時の貴重な現物展示をまじ

えて明らかにします。 

                                                        

                                                                                             

                                        

 

 

＜取材に関する問い合わせ＞  

明治大学広報課 担当：宮武 Tel.０３－３２９６－４３３０  mail:koho@mics.meiji.ac.jp 

＜一般の方のお問い合わせ＞  

平和教育登戸研究所資料館 Tel.０４４－９３４－７９９３  mail:noborito@mics.meiji.ac.jp 

Press  Release 

 RELEASE 
※このリリースは複数の部署にお送りしています

。 

登戸研究所資料館企画展「紙と戦争―登戸研究所と風船爆弾・偽札―」（入館無料） 

■日時：２０１４年１１月１９日（水）～２０１５年３月２１日（土・祝）１０：００～１６：００

【休館日】日曜～火曜、２０１４年１２月２６日（金）～２０１５年１月６日（火）、１月１７日（土）、        

２月５日（木）、２月７日（土）※但し１１月２３日（日・祝）は開館 

■会場：明治大学平和教育登戸研究所資料館 

    （神奈川県川崎市多摩区東三田１－１－１ 明治大学生田キャンパス内） 

■主催：明治大学平和教育登戸研究所資料館 

■関連イベント：館長による展示解説・講演会、開館５周年記念講演会 

詳細は、ホームページ（http://www.meiji.ac.jp/noborito/）をご確認ください。 

▲メイン画面 

http://www.meiji.ac.jp/noborito/index.html/


                                      参考資料 

関連イベント（参加費無料） 

●展示解説（所要時間６０分） 

館長 山田 朗（明治大学文学部教授）による企画展の展示解説 

【日  時】１１月２２日（土）１３：００、１５：００ 

１１月２３日（日・祝）１０：００、１３：００、１５：００ 

      ２０１５年２月２８日（土）１３：００ 

【定  員】各回２０名（事前お申込み順） 

 

●企画展記念講演会 

「紙と戦争 ―登戸研究所と風船爆弾・偽札―」 

館長 山田 朗（明治大学文学部教授） 

【日  時】２０１５年１月１０日（土）１３：００～１４：３０  

【会  場】生田キャンパス中央校舎６階メディアホール 

【定  員】２８０名（予約不要・当日先着順） 

 

●開館５周年記念講演会 

～「紙と戦争 ―登戸研究所と風船爆弾・偽札―」によせて～ 

秘密戦兵器研究における紙と製紙会社の果たした役割 

【日  時】２０１５年３月２１日（土・祝）１３：００～１５：００  

【講  師】小林良生 

      元通商産業省工業技術院四国工業技術研究所（現・産業技術総合技術研究所四国センター）技術交流セ

ンター長、NPO機能紙研究会顧問、工学博士（慶應大）、農学博士（京都大） 

【定  員】２８０名（予約不要・当日先着順） 

 ※お申込み方法など詳しくは、明治大学登戸研究所ホームページ（http://www.meiji.ac.jp/noborito/ ）をご確認く

ださい。  

       

 

気球用和紙（土川雅子氏寄贈） 

埼玉県小川町で製造された風船爆

弾用和紙。 

「儲備券用紙（綴）」（株式会社

巴川製紙所寄贈）戦時中、陸軍よ

り巴川製紙所へ開発依頼のあった

試抄紙の綴。背表紙には「儲備券

用紙」とあるが、法幣の試抄紙と

考えられる。 

 

風船爆弾気球紙で作成され

た表彰状（鈴木和子氏寄贈） 

 

http://www.meiji.ac.jp/noborito/

